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研究成果の概要（和文）：今日の日本の英語教育において、言語運用能力の不可欠な構成要素である語用論的能
力（状況にふさわしい適切な英語を用いる能力）は十分に指導されておらず、語学教員の養成においてこの領域
の知識や指導技能の拡大を図ることが肝要である。
本研究では、①語学教員が語用論的指導をする際に重要な資料となるデータベースの更新、②語学教員対象の語
用論的指導に関する書籍の増補・改訂、③米国およびイタリアの教員養成における語用論的指導の検証と日本の
教員養成への応用の三点を中心に、語学教員養成における語用論的指導の向上に貢献した。

研究成果の概要（英文）：Pragmatic competence (namely, ability to use language appropriately in the 
sociocultural context) has not been adequately incorporated into today’s English language education
 in Japan. This points to the importance of enhancing language teachers’ professional development 
in the area of instructional pragmatics. 
This research project assisted in filling this gap by: 1) updating an open online database useful 
for pragmatics-focused instruction, 2) revised and expanded a teachers’ resource book on teaching 
and assessing L2 pragmatics, and 3) researched teachers’ professional development in general and in
 teaching L2 pragmatics in the U.S. and Italy and explored its potential application to the Japanese
 context.

研究分野： 語学教員対象の教師教育

キーワード： 教員養成　教師教育　教員のプロフェッショナル・デベロップメント　語用論的指導　プラグマティッ
クス指導　多文化理解　教員アイデンティティー

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
英語教育の現場で語用論指導を適切に行うためには、まず教員が語用論的ことばの使い方に関する意識を高めそ
の指導法に精通していなければならない。本研究は、語学教員を対象にそのような研修や講座を提供し、教員の
学びを検証して更なる教員の知識や技能の発展を図る意義がある。
語用論的指導に関するデータベースや研究代表者が担当している語学教員対象の研修では、実践的な内容を扱う
ため現役教員や教職課程の学生にも受け入れやすく教育現場に応用できるため有用であるとの評価を得ている。
教員の認知に関する検証を重ね、グローバル化が進む中での国際語としての英語指導や言語複合主義などについ
ても重要な示唆を提供する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

語用論的能力（プラグマティックス能力、つまり状況にふさわしい適切な英語を用いる能

力）は言語運用能力の不可欠な構成要素であることが 1980 年代から理論的に確立されてい

る。また語用論的能力 (プラグマティックス能力) は、教室内指導により涵養できることが

1990 年代より実証されており、国内外で様々な指導法や指導案が出版され教員の関心も高

まっている。しかし今日の日本の英語教育において、状況にふさわしい適切な英語の使い方

が十分に指導されているとは言い難く、語学教員の養成においてこの領域の知識や指導技

能の拡大を図ることが急務である、というのが研究開始当初の背景であった。 
 
 
 
２．研究の目的 
 

前述のように、理論上では語用論的能力の指導の有効性が確立しているが、教育現場への

応用が進んでいない状況であった。語用論的能力の指導に関する様々な研究や実践的な指

導書が近年数多く出版されているにも関わらず、今日の国内外の語学教育の現場には、語用

論的能力の向上を目指し多文化間理解を念頭に置いた言語指導がほとんど行われていない

のが現状であった。これは語用論的指導が語学教員教育において深く、そして実践的に扱わ

れていないこと、そして語学教員自身の語用論的能力やその明示的知識が十分に発達して

いないこと、語用論的指導をするための教材や教員対象のリソースが限られていることな

どに大きな原因があると思われた。 

この事態を改善するため、本研究では、語学教員を全面的にサポートするための資料を整

え、それらを利用した研修の機会を提供しその効果を検証する一方で、海外での語学教員養

成の事例についても検証し、日本における語用論的指導の教員養成への応用を検討するこ

とが目的であった。 

具体的には以下 4 点に焦点を絞って語学教員養成における語用論的指導の充実を図った。 

① 語学教員が自身の語用論的能力を高め、語用論的指導をする際に重要な資料となる米

国政府研究機関のインターネット上のデータベースの更新 

② 語学教員対象の語用論的指導に関する書籍の増補・改訂 

③ 上記①②の内容を講演やワークショップなどの研修を通して紹介、この領域での語学

教員のプロフェッショナル・ディベロップメントを提供、及びその効果の検証 

④ 語用論的指導に特化した米国での教員養成、そしてオンライン学習を利用したイタリ

アの教員養成の事例研究、および日本における語用論的指導の教員養成への応用の検

証 
 
 
 
３．研究の方法 
 

上記①語用論的指導において重要な資料となるインターネットサイトの更新では、研究

者からの情報提供を呼びかけ、出版された論文の中から重要な情報を抽出することによっ

て、扱う語用論のテーマを拡大しリソースを拡張・整備した。 

②では、2010 年に出版された語学教員対象の語用論的指導・評価に関する書籍の増補・



改訂を行ったが、これまでに出版された研究による知見を盛り込みより幅広い語用論的指

導について紹介し、自ら行った小学生の語用論的習得に関する研究から、幼少の学習者を指

導するための実践的な例も多数盛り込んだ。 

③については、前述した語用論的指導に関する情報を、教員養成講座・講演・ワークショ

ップなどを通して広く紹介し、この領域での語学教員の研修の機会を提供した。その際、可

能な限り、参加教員の学びについて、エスノグラフィーの手法を用いてデータを収集し、教

員養成や研修の効果や影響を検証した。主なデータは、研究参加を承諾した教員の授業中ま

たはその後の省察、ディスカッションの音声・映像・文字記録、および課題などの提出物、

教員の学びについての教師教育者のフィールドノート、研修・講座終了後のインタビューと

そのトランスリプトである。 

④で述べた米国やイタリアでの事例研究には、③と同様のエスノグラフィーの手法に加

え、授業見学や教員インタビューを多用し、教員養成者や教員と協働で教員の認知やアイデ

ンティティー、それらが教室内の実践に及ぼす影響について深く研究した。 

 

 
 
４．研究成果 
 

第一に上記①の米国政府研究機関（CARLA, Center for Advanced Research on Language 

Acquisition）のデータベースの更新では、リサーチ・アシスタントと共に米語・豪語・フラ

ンス語の「挨拶」よび米語・フランス語・スペイン語の「招待」の項を新たに作成した。

CARLA の協力を得て文献の引用許可を申請し、その結果を反映して改訂した草稿を最終的

にウェッブサイトにアップして完了した。なお、新設された「挨拶」と「招待」の項を紹介

した記事は、全国語学教育学会語用論部会のニュースレターに掲載された。このデータベー

スは様々な国の語学教員によって利用され、しばしば研究論文や実践報告に引用されてい

る。 

第二に、②で述べた研究代表者の共著である書籍 Teaching and learning pragmatics の改訂

は、主にその作業を単著で行うことになったため、それに伴う出版社との交渉を重ねること

が必要となった。語用論指導の対象となるトピックや学習者層の拡大に加え、国際語として

の英語の語用論的指導や、グローバル化の中での言語複合主義についての視座も盛り込み、

多くの例を挙げながら国際化した現代における語用論的指導について提言を行った。この

第二版は 2021 年 9 月に Routledge 社より出版予定となっている。 

この改訂のために研究代表者が執筆したレッスンプランや論文 2 点は全国語学教育学会

（JALT）の語用論部会の出版物(Ishihara, 2017; Ishihra, 2020)に掲載された。さらに、書籍の

改訂で最も大きな改訂となった国際語としての英語の指導に関する視座については、改訂

と並行して国際学術査読ジャーナルや書籍に論文を執筆し(Ishihara, 2017; Taguchi & Ishihara, 

2018)､また応用言語学のハンドブックの一章としても発表した(Ishihara, 2019a, b）。 

第三に、講演や研修などを通し語用論的指導の領域での語学教員の発展に寄与する計画

③については、2018・2019 年度には米国のミネソタ大学にて語用論的指導に特化した語学

教員対象のオンライン講座を担当した。この講座には世界各国から計 24 名の教員が参加し

た。2019 年度の講座では、参加教員の学びについてデータ収集も行い、参加教員の一人と

共著で書籍の一章を執筆した (Ishihara & Porcellato, 近刊)。研究休暇中であった 2016 年度

を除く 2015－2020 年度には毎年、国内の教職大学院にて語用論的指導のテーマで必修授業



を提供した。2017 年度には国際語としての英語の指導について参加教員にインタビューを

行い、書籍の一章を執筆した (Ishihara, 2021)。 

第四に、外国の教員養成の事例研究④では、米国やイタリアの研究者と協働し、米国内外

における大学院レベルの語学教員養成、およびイタリア国内の初等教育での英語教員養成

について授業見学やインタビューやシラバス研究を通した調査を行い、学会発表と論文の

執筆を行った(Vellenga & Ishihara, 2016; Ishihara & Menard-Warwick,2018; Ishihara & Richieri, 

2016)。 
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